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審 査 の 結 果 の 要 旨
　本研究論文は、筆者が勤務する JAXAにおいて課題抽出、教育プログラム作成、効果測定からなる一連の
プロセスを通しシステム安全活性化に成功している、という実務的な価値を持つ論文である。と同時に、シ
ステム安全は航空宇宙開発分野だけでなく多くの分野で重要視される問題であり、本論文のアプローチ方法
が他分野でのシステム安全に関しても適用が期待できることから、分野横断的な汎用性の意味でも価値があ
る。さらに本論文で適用した方法には、学術的、普遍的価値も含まれている。例えば、第 3章で提唱してい
る 3-step法は、言語データに技術的知見を加えて定量的処理を施すという統計処理の意味で意義がある。ま
た第 4章において、周知、能力向上、意識改革という対策が取りやすい方向での現状把握は、技術標準のみ
ならず多くの標準活用の促進に適用しうる一般的な知見である。さらに第 5章において、一般に評価が難し
い教育効果を、設計のアウトプットの質により評価する方法は、安全のみならず多くの技術的教育効果の把
握にも適用可能である。このように得られた知見は、学術的にも実務的にも意義の高いものとみなしうる。
　よって、著者は、博士（システムズ・マネジメント）の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
